
  

  

 

＜箱館の凌雲＞ 

江戸に戻った凌雲は、榎本武揚の率いる幕府脱走軍に医師として参加することを決意し、開陽丸に乗って北海道に渡ります。

榎本は、フランス医学を学んだ凌雲の技量を高く評価しており、凌雲を箱館病院の頭取として全権を委任し、傷病者の治療を任

せました。あるとき、地域住民が敵方（新政府方）の負傷兵６名を運び込みました。収容中の兵士が「仇だ！殺せ！」と色めき

だつ中、凌雲は「負傷者となったからには敵味方は不問」と『神の宿』で学んだ医師としての精神を説き治療を続けました。そ

の結果、回復するにつれて互いに打ちとけていった負傷兵たちは、歩行ができるようになって敵陣へ送り返すことが決まると、

祝いの言葉をかけたり別れを惜しんだりしたそうです。 

新政府軍が進軍し箱館の町が戦場になると、ついに銃を持った兵が病院にも押し寄せて来ました。殺気立つ兵の尋問に対し

て凌雲は、死を覚悟しながらも必死に負傷者の保護を訴えました。部隊を率いていた山下喜次郎は、凌雲の医者としての高い志

に理解を示し傷病者の助命を約束し「薩州隊改め」の木札を門前に掲げることで病院を保護しました。しかし一方で、分院とし

ていた高龍寺では、踏み込んできた新政府軍により入院中の多くの負傷者が殺害される事態となりました。 

翌日、山下喜次郎の報告を受けた薩摩の軍監村橋直衛が、病院で不足している医療品や食料を携えて病院にやって来ました。

村橋は、榎本の信頼厚い凌雲に戦いを終わらせるための和平交渉への仲介役を依頼しました。凌雲は、高龍寺での出来事を糾弾

しながらも、話をする中で村橋も山下同様に信用できると考え仲介役を引き受けました。凌雲からの書状を受けた榎本武揚は、

返書で凌雲を労うとともに病院を保護している村橋に謝意を述べます。そして、一度は和平を拒否しますが、総攻撃を経て４日

後には降伏します。明治２年（1869）５月、こうして戊申戦争は終わりました。 

 

＜博愛の医師 凌雲＞ 

戊辰戦争の終結後、凌雲は阿波藩預かりとなって約半年を謹慎閉居して過ごします。許

されて自由の身となってからも凌雲は仕官の勧めを一切断り、東京へ戻って民間の一医師

として病院を開設するとともに、日本版『神の宿』の創設に奔走します。明治１２年（1879）、

実業界の重鎮となっていた渋沢栄一をはじめ徳川昭武、勝安房、榎本武揚、陸奥宗光、大

隈重信など多くの支援者や支援企業を得た凌雲は、ついに医師と多くの寄付を行う社員で

構成される『同愛社』の創立にこぎ着けました。 

その後３０年以上にわたって、民間社会福祉事業のさきがけとして７０万を超える人々

に救済医療を続けた凌雲は、大正５年（1916）１０月１２日に８１歳の生涯を閉じました。 

 

パリで救済医療に医師としての生き方を見いだした凌雲。そのパリ派遣の恩人である徳

川慶喜の墓所がある谷中霊園で、高松凌雲は静かに眠っています。 
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